◎ 安全衛生管理規程
（趣旨）
第１条　この規程は、労働安全衛生法の規定にもとづき、社員の安全および健康を確保するとともに快適な職場環境の形成を促進するために必要な事項を定めるものとする。
（社員の責務）
第２条　社員は、常に自己の健康の保持および増進ならびに労働の安全に努めなければならない。
２．社員は、会社その他社員の安全および衛生の管理に携わる者による安全および衛生に関する指示または指導を受けたときは、これを誠実に守らなければならない。
（安全管理者）
第３条　労働安全衛生法の規定にもとづき安全管理者を置き、同法に定める資格を有する社員のうちから会社が任命する。
（衛生管理者）
第４条　労働安全衛生法の規定にもとづき衛生管理者を置き、同法に定める資格を有する社員のうちから会社が任命する。
（産業医）
第５条　会社は、労働安全衛生法の規定にもとづき産業医を置く。
（安全管理者の職務）
第６条　安全管理者は、安全管理に関する職務に従事し、次に掲げる事項を行う。
(1)設備等に危険がある場合における防止の措置
(2)安全装置その他危険防止のための設備・器具の定期的点検
(3)作業の安全についての教育および訓練
(4)災害原因の調査および対策
(5)安全に関する資料の作成、収集および重要事項の記録
(6)その他安全管理に関する事項
２．安全管理者は作業等を巡視し、設備、作業方法等に危険の恐れがあるときは、直ちにその危険を防止するための措置を講じなければならない。
（衛生管理者の職務）
第７条　衛生管理者は、衛生管理に関する職務に従事し、次に掲げる事項を行う。
(1)健康に異常ある者の発見およびその健康保持に必要な措置
(2)感染症の予防措置
(3)衛生に関する調査および測定
(4)衛生上有害な恐れがある場合の応急措置および予防措置
(5)定期的な作業所巡視
(6)健康診断実施計画等衛生管理の年間計画の作成
(7)健康相談その他健康保持に必要な教育資料の収集、作成
(8)その他衛生管理に関する事項
２．衛生管理者は、少なくとも週１回作業場を巡視し、設備、作業方法または衛生状態に有害の恐れがあるときは、直ちに、従業員の健康障害を防止するために必要な措置を講じなければならない。
（産業医の職務）
第８条　産業医は、労働安全衛生規則に定める職務を行う。
（安全衛生委員会の設置）
第９条　会社は労働安全衛生法の規定にもとづき、安全衛生委員会を置く。
（健康診断結果の記録、措置等）
第10条　会社は、健康診断結果を記録した健康診断個人票を５年間保存する。
２．会社は、健康診断の結果により当該社員について適切な措置を講ずる。社員は会社の講ずる措置にしたがわなければならない。
（秘密の保持）
第11条　健康管理の業務に従事し、または従事した社員は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。
２．前号に違反した場合は、相応の懲戒処分を行う。
附　則　この規則は、平成○年○月○日から施行する。
